
スポーツ&エンターテインメント施設の官民連携スキームについて

地域調査部

桂田 隆行

2022年1月27日

資料5-1



DBJにおけるスポーツ分野の取り組み

●Bリーグ発足
（バスケットボール）

スタジアム・アリーナ改革

●Tリーグ発足
（卓球）

★FLAT
HACHINOHE出資

2020年東京五輪
開催決定

スポーツ庁設立

●スマート・ベニューシリーズ

●ｅスポーツ連盟
発足

スポーツコンテンツのビジネス成長

[国]スポーツ未来開拓会議 [国]スタジアム・アリーナ改革
ガイドブック公表

●5.5兆円
レポート

●SSAシリーズ

★セレッソ大阪融資HARD＞＞＞

SOFT＞＞＞

ラグビーWC開催 東京五輪開催 ワールドマスターズ
ゲームズ関西開催

●ラグビーWC
レポート

●障害者スポーツ
レポート

●スポーツビジネス
イノベーション

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022･･･

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022･･･

スマート・ベニュー案件のファイナンス実行・審査ノウハウ蓄積

5.5兆円

10兆円

15兆円

スマート・ベニュー研究会 スポーツ産業経済規模
調査検討委員会

＞＞＞総論から具体論へ ＞＞＞＞＞

１

２

スマート・ベニューシリーズ

スポーツ産業経済規模シリーズ

３スポーツコンテンツ評価シリーズ

ゴールデン・スポーツイヤーズ

●スマート・ベニュー
ハンドブック

●スポーツ価
値算定モデル

調査

★愛知県新体育館
出資

★HADO開発出資
（DBJキャピタル㈱）

1

●スポーツ社
会的価値可視
化定量化調査



2

スポーツを核とした街づくりを担う「スマート・ベニューⓇ」

<出典>株式会社日本政策投資銀行
スポーツを核とした街づくりを担う「スマート・ベニュー®」
～地域の交流空間としての多機能複合型施設～ （2013年8月）
http://www.dbj.jp/ja/topics/dbj_news/2013/html/0000013322.html
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スマート・ベニューハンドブック
～スタジアム・アリーナ構想を実現するプロセスとポイント～
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スタジアム・アリーナおよびスポーツチームがもたらす社会的価値の可視化・定量化調査
～等々力陸上競技場および川崎フロンターレを対象としたケーススタディ～

<出所>スポーツ庁および株式会社日本政策投資銀行
「スタジアム・アリーナおよびスポーツチームがもたらす社会的価値の可視化・定量化調査～等々力陸上競技
場および川崎フロンターレを対象としたケーススタディ～」を発行（2021年6月）
https://www.dbj.jp/topics/investigate/2021/html/20210621_203316.html



等々力陸上競技場および川崎フロンターレをケーススタディとした社会的価値の
可視化・定量化へのアプローチ

① Step2で見出された等々力陸上競技場・川崎フロンターレの活動と、川崎市が期待する社会的価値6項目との関連性を整理

② 等々力陸上競技場・川崎フロンターレの活動および川崎市と協力して実施した事業やイベント等が、川崎市が期待する社会的価値6項目とどのように繋がっているか、その因果関係を可視化

（＝ロジック・モデルを作成）

Step3．等々力陸上競技場および川崎フロンターレが生み出す社会的価値の可視化

等々力陸上競技場・川崎フロンターレの活動および川崎市と協力して実施した事業やイベント等と、
川崎市が期待する社会的価値6項目との因果関係の可視化

①
川崎市の

地域経済の活性化

③
川崎市を災害の強い街へ

④
川崎市内の育児・教育水準の向上

⑤
川崎市民の健康の推進

⑥
全ての人に開かれた魅力ある
川崎市のイメージ作り

②
川崎市の地域住民の繋がりや

コミュニティの強化

①
川崎市の

地域経済の活性化

ホームゲームや様々なイベントに
人が集まり、地域経済が活性
化

信頼できる人々が災害発生
時にお互いに助け合う

人と人との交流を通じて青少年の健
全育成や、育児の助け合いにつながる

友達や家族とスポーツや様々な趣味を楽
しむ機会が増え、心身の健康を促進する

川崎市の更なるイメージアップ
に繋がる

イメージアップにより、さらに人や事業者が
集まり、地域コミュニティの形成・強化へ

あつめる つなげる そだてる
あつめる

つなげる

②
川崎市の地域住民の繋がりや

コミュニティの強化

図表3-1 社会的価値6項目における連鎖・循環・増大イメージ

集まった人々・住民の交流促進、
地域コミュニティの形成・強化へ

⚫ 6項目の社会的価値はそれぞれ独立しているのではなく、「あつめる」→「つなげる」→「そだてる」という段階的な分類の中で、社会的価値⑥を長期的な成果として社会的価値①～⑤が
構成され、それぞれの価値が連鎖・循環することで全体的な社会的価値が相乗的に大きくなっていくと考えられる

1. まず「あつめる」において、ホームゲーム

開催等の “非日常”の活動や、地元企

業との提携やコラボレーションの実施等

の“日常”の活動は、人を集めることに

伴う消費活動を生み出すとともに地元

企業の売上増加やビジネスチャンスの

拡大にも繋がり、ひいては川崎市の地

域経済の活性化にも寄与する。

2. 川崎フロンターレのホームゲームや日常的に実施されてい

るイベント等によって人々が交流する機会や場所が生ま

れ、多種多様なコミュニティが形成・強化され、その「つな

げる」において生じたコミュニティへの参画をきっかけに信頼

関係が強くなった人々は、災害対策、育児・教育、健

康等の面でお互いに助け合いながら生活する意識を「そ

だてる」ことが考えられる。

3. 川崎フロンターレの活動を通じて川崎

市の地域経済が活性化され、そこで生

じたコミュニティにおける地域全体で災

害対策、育児・教育、健康を推進する

環境の醸成は、全ての人に開かれた魅

力ある川崎市のイメージを「そだてる」ま

でに繋がっている。

4. そして、地域全体で災害対策、育児・

教育、健康に取り組むイメージが作られ

た川崎市には、さらに人や事業者が集

まることで地域経済が活性化され、コ

ミュニティが形成・強化され、全体的な

社会的価値が相乗的に大きくなってい

く。

(出所) スポーツ庁・DBJ作成
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<出典>成長戦略フォローアップ工程表

2021年の政府の成長戦略「成長戦略フォローアップ工程表」（スポーツの一部を抜粋）

<出所>株式会社日本政策投資銀行HP
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全国のスタジアム・アリーナ新設・建替構想と先進事例形成の現状

（出所：スポーツ庁資料をもとにDBJ加筆修正）

●

⚫ 長崎スタジアムシティ（スタジアム）
◼ 長崎スタジアムシティ（アリーナ）

●

◼ 鹿児島県総合体育館構想
⚫ 鹿児島市サッカー等スタジアム

⚫ FC今治里山スタジアム

●

●

■

◼ 新香川県立体育館整備

⚫ ブラウブリッツ秋田新スタジアム構想
◼ 秋田県立体育館建替構想

●

⚫ 沖縄県J1規格スタジアム構想
◼ アスティーダ浦添アリーナ

■
●

⚫ 松本山雅新スタジアム構想
◼ 信州ブレイブウォリアーズ新

アリーナ構想

★兵庫県
⚫ 阪神タイガースファーム施設移転
⚫ 甲子園歴史館一部移転・拡充（甲子園プラス）
◼ 2万人規模アリーナ構想〔兵庫県〕
◼ 手柄山中央公園新体育館整備

◼ 京都府立大アリーナ構想

■

◼ 宇都宮ブレックス新アリーナ構想

◼ OTA ARENA

■

⚫ スタジアム・球技場（42件）
◼ アリーナ・体育館（40件）
※ 2021年12月31日時点
（出所：各種報道資料等を基に作成）

■

●

★東京都

◼ 中野駅新北口エリア新アリーナ

⚫ TOKYO GIANTS TOWN

（巨人2軍新球場）

⚫ 代々木公園サッカー専用スタジアム

⚫ 日野自動車スタジアム構想

◼ Bリーグナショナルアリーナ構想

⚫ 神宮BALL PARK

⚫ 新秩父宮ラグビー場

⚫ Jリーグ東京23区スタジアム構想

⚫ 江戸川区陸上競技場改修

◼ トヨタお台場多目的アリーナ

⚫ 東京ドームリニューアル

⚫ サントリーサンゴリアス港区新スタジアム構想

★神奈川県

⚫ 湘南スタジアム複合型競技場建設構想

◼ 横浜ユナイテッドアリーナ

⚫ 等々力陸上競技場の球技専用スタジアム化

◼ とどろきアリーナ移転再整備

◼ DeNA新アリーナ構想

⚫ 相模原新スタジアム構想

⚫ 鎌倉インターナショナルFC新スタジアム構想

⚫ 三重サッカー協会
スタジアム構想

●
■

●

■

◼ 青森市アリーナプロジェクト

★

■

◼ SAGAアリーナ（ SAGAサ
ンライズパーク）

⚫ 大宮公園スーパー・ボールパーク構想
◼ さいたま市次世代型スポーツ施設
◼ 越谷サンシティエリアアリーナ構想

●

●

⚫ アスルクラロ沼津ホームスタジアム整備
⚫ 清水エスパルス新スタジアム構想
⚫ 静岡県遠州灘海浜公園新野球場構想
◼ 東静岡駅北口アリーナ誘致

◼ 宮崎県体育館整備（延岡市）
◼ 宮崎市アリーナ構想
⚫ 宮崎県陸上競技場新設（都城市）

◼ 千葉ジェッツふなばし新アリーナ
⚫ 千葉マリンスタジアム建て替え構想

⚫ 盛岡南公園野球場（仮称）

●■
●

◼ 熊本ヴォルターズ
新アリーナ構想

■

■

■

●

⚫ レノファ山口複合スタジアム構想
◼ 下関市新総合体育館整備

◼ 万博記念公園駅前アリーナ

★愛知県
⚫ 瑞穂陸上競技場改築
◼ 愛知県新体育館
◼ 豊橋市新アリーナ構想
◼ シーホース三河新アリーナ
◼ 久屋大通公園南エリア多目的アリーナ

⚫ 北海道ボールパーク

◼ 富山市総合体育館改修
◼ 富山県武道館整備

⚫ 福島市サッカー専用スタジアム構想
⚫ いわきFCスタジアム構想

●

⚫ 金沢市民サッカー場再整備

◼ 滋賀ダイハツアリーナ（新県立体育館）
◼ 滋賀レイクスターズ新アリーナ構想

⚫ 女川清水公園運動施設
⚫ ベガルタ仙台スタジアムパーク構想

■
●

■

⚫ モンテディオ山形新スタジアム

⚫ 広島市中央公園サッカースタジアム
◼ 広島ドラゴンフライズ新アリーナ
⚫ ふくやまスポーツパーク構想

■

⚫ 水戸ホーリーホック新スタジアム構想
⚫ 鹿島アントラーズ新スタジアム構想

●
●

★■■

◼ 岡山新アリーナ構想

■

◼鳥取県・米子市
新体育館整備

■

★

★

●

●

◼ 徳島市新体育館整備

■

■

●

●

■

●
■
■
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令和2年度「多様な世代が集う交流拠点としてのスタジアム・アリーナ」選定

<出所>スポーツ庁HP
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XSM FLAT八戸株式会社（FLAT HACHINOHE）への出資について
－特定投資業務の活用により、八戸版「スマート･ベニュー®」推進をサポート－

<出所>株式会社日本政策投資銀行HP
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事例 FLAT HACHINOHE ／ PPPの新たな事業スキーム

• FLAT HACHINOHEの整備に際し、土地は八戸市が30年間無償で貸与する。
• アリーナが供用を開始する2020年度から30年間、八戸市はXSM FLAT八戸に対し、年間約1億円の施設利
用料を支払い、2,500時間の利用枠を得る。この利用枠を市民利用や学校教育利用に充当する。

<出所>FLATHACHINOHEホームページより

➢ 自治体 八戸市のメリット
• 八戸市は施設利用料として30年間で30億円を負担することとしており、施設整備に集中する建築
費等の支出や、施設を所有することで発生する維持管理・運営に係る費用がなくなる。

• アイスリンク機能を保有する多目的アリーナを市民や学校教育のために確保できる。

FLAT HACHINOHE 

民間事業者
（XSM FLAT 八戸）

八戸市

利用料として固定枠の利用料を負担
約1億円/年

アリーナの整備
維持管理

市民

市民利用分の貸し出し
2,500時間/年

利用
料

市の用地の無償貸与（30年
間）

➢ 民間事業者 XSM FLAT 八戸のメリット

• 市から土地の無償貸与を受けることにより、施設整備のコストを抑えつつ、「東北フリーブレイズ」のホー
ムリンクを整備でき、運営時には新たな設備の導入や入れ替え等も自らの裁量で行うことができる。

• 年間2,500時間、30年間の施設利用契約を結ぶことで、収支の見通しが立てやすくなり、資金調達
がしやすくなる。



11

愛知県新体育館整備・運営等事業（BT+コンセッション）

<出所>株式会社日本政策投資銀行HP

<出所>株式会社愛知国際アリーナから提供
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ご質問、ご相談等がございましたら、下記連絡先までお問い合わせください。
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課長 桂田 隆行（カツラダ タカユキ）

お問い合わせ先


